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序     文 

 
 独立行政法人国際協力機構は、ベトナム社会主義共和国より技術協力の要請を受け、「ホーチミン

工科大学地域連携機能強化プロジェクト」を平成 18 年 1 月から 3 年間の計画で実施してきました。 
 このたび、プロジェクト活動が残り 4 カ月となる時点において、これまでの実績や目標達成度を確

認の上、評価 5 項目の観点からベトナム側評価チームと合同で評価を行うことを目的として、平成

20 年 8 月 25 日から 9 月 9 日まで終了時評価調査を実施しました。 
 本報告書は、その調査結果およびベトナム側関係機関との協議結果をまとめたものです。本報告書

が今後のベトナムの高等教育分野の協力において活用されるとともに、類似の技術協力の立案・実施

にあたっての参考になることを祈念いたします。 
 終わりに、調査にご協力いただいたベトナム関係機関ならびに国内外の関係各機関の方々に対し、

厚く御礼を申し上げるとともに、当機構の業務に対して今後とも一層のご支援をお願いする次第です。 
 
 平成 20 年 9 月 
 

独立行政法人国際協力機構 
ベトナム事務所所長 

 中川 寛章 
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略 語 表 

 
略語 正式名 日本語 

C/P Counterpart Personnel カウンターパート 
DOST Department of Science and Technology 科学技術局（ベトナム地方行政機構） 
HCMUT Ho Chi Minh City University of Technology, ホーチミン工科大学 
JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 

MOST Ministry of Science and Technology 科学技術局（ベトナム地方行政機構） 
PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリックス 
PM Project Manager プロジェクト・マネージャー 
PO Plan of Operation 業務実施計画 
PMC Project Management Committee プロジェクト・マネジメント委員会 
R&D Research and Development 研究開発 

R/D Record of Discussion 討議議事録 
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終了時評価調査結果要約表  

１．案件の概要 

国名：ベトナム 案件名：ホーチミン工科大学地域連携機能強化プロジ

ェクト 

分野：高等教育 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：ベトナム事務所      協力金額（評価時点）：2 億 9000 万円 

(R/D): 2006 年 1 月 15 日～2009 年

1 月 14 日 
先方関係機関：ホーチミン工科大学、国家大学ホーチ

ミン 
協力 
期間 

 日本側協力機関：豊橋技術科学大学 

１－１ 協力の背景と概要 

ベトナム社会主義共和国（以下、ベトナム）の南部地域はベトナムの経済発展・社会開発を牽引

する戦略地域のひとつである。この地域において農業・漁業・工業などの産業をさらに発展させ、

地域開発を促進するには新しい技術の導入が必要であり、高い工学・技術知識と経験をもつ人材育

成が急務とされている。ホーチミン工科大学（HCMUT）は、ベトナム南部の中心的な研究・教育

機関であり、地域の開発課題に対して技術開発支援・地域住民の研修などを行ってきているが、地

域連携の制度構築がなされていないことに加えて、地域のニーズに基づく技術開発や地域への技

術・知識移転の経験が不足していた。そこで、ベトナム政府から、HCMUT において地域社会のニ

ーズに対応した研究・技術開発を行い、その結果を地域開発を担う人材に技術移転するという、大

学の地域連携機能の構築・強化を目的とする協力が要請された。 
事前評価調査および実施協議の結果、パイロット事業を発掘・形成・運営管理・モニタリング・

評価する委員会を HCMUT に設置すること、また、HCMUT がすでにコンサルテーションを行って

いたティエンザン省およびアンザン省をパイロット省にすることを決定し、本プロジェクトは 2006
年 1 月から 3 年間の予定で実施されることになった。プロジェクト開始後、2 省のニーズをふまえ

た 4 つのパイロット事業（カカオ加工技術手法の改善、なまず加工機械の開発、メラルーカ木の有

効活用、養殖池水の浄化技術の開発）が選定された。本プロジェクトは地域ニーズの発掘・分析→
地域連携事業の案件形成→研究開発→開発された技術の移転、といった一連のサイクルを通して、

大学として組織的な地域連携活動ができるようになることを目指すものである。  

１- ２ 協力内容 

（１）上位目標 
地域連携の経験と知識（ノウハウ）が地域社会で十分に活用される。 

（２）プロジェクト目標 
HCMUT において地域連携活動の経験と知識（ノウハウ）が検証され、制度化される。 

（３）成果 
成果 1：HCMUT が地域連携事業を通じて経験・知見を蓄積し地域連携能力を向上させる。 
成果 2：HCMUT がパイロット事業を促進するための研究・開発能力を拡充する。 
成果 3：HCMUT がパイロット事業を促進するための研修促進能力を拡充する。 

（４）投入（終了時評価時点） 
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日本側： 
長期専門家派遣     2 名 機材供与/施設建設費 38 万 US ドル相当 
短期専門家派遣      9 名 ローカルコスト負担   43 万 2653 US ドル 
研修員受入れ       19 名  

相手国側： 
カウンターパート（C/P）配置  22 名  
土地・施設提供：プロジェクト事務所 
        メラルーカからの精油抽出実証試験場用の土地（ティエンザン省）     

ローカルコスト負担   43 億 VND（約 2,881 万円）  
 

２．評価調査団の概要 

調査者 （担当分野・氏名・職位） 
総 括       東城康裕 JICA ベトナム事務所次長 
地域連携・高等教育 白川 浩 JICA 人間開発部課題アドバイザー  

 協力計画      奥本将勝 JICA 人間開発部職員 
運営管理      和田暢子 JICA ベトナム事務所所員  

 評価分析          岩瀬信久 有限会社アイエムジーコンサルタント 

調 査 期

間 
 2008 年 8 月 25 日〜2008 年 9 月 9 日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

３－１－１ 成果の達成度 

成果 1： HCMUT が地域連携事業を通じて経験・知識を蓄積し地域連携能力を向上させる。 
成果 1 はパイロットプロジェクトの計画数および実績、パイロットプロジェクトごとのタスクフ

ォースの設置、地方への訪問回数、地方のニーズを分析した報告書、地方でのワークショップ開催、

パイロットプロジェクトのモニタリング評価の状況が指標になっており、これらはほぼ満たされて

いるため、成果 1 はほぼ達成されたと判断される。プロジェクトマネジメント委員会（PMC）では

プロジェクト全体と各パイロットプロジェクトの実施状況を確認、モニタリングしていた。HCMUT
の教員はティエンザン省、アンザン省を合計 100 回以上訪問し、地方政府との関係を構築すると同

時に地域のニーズに基づくパイロットプロジェクトの研究開発から技術普及に至るまでの経験を

通じて、地域連携活動に関する管理運営能力を向上させたといえるが、プロジェクト実施にかかわ

る管理・運営の具体的な活動が日本人専門家や管理要員など、日本側の主導・努力によって大きく

支えられているという課題は残っている。 

 
成果 2：HCMUT がパイロット事業を促進するための研究・開発能力を拡充する。 

成果 2 の指標は、パイロットプロジェクトで実施される研究開発が科学的・技術的価値および社

会的価値があること、開発された技術の数、パイロットプロジェクトに参加した研究者の数である。

各パイロットプロジェクトには中核技術者が参加して取り組まれた結果、終了時評価時点では以

下のように進んでおり、少なくとも 1 つの技術的成果または科学的発見が出てきている。 
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（１）カカオ発酵プロセスに関する商業用機械のプロトタイプ（実用機）が完成。 
（２）なまずフィレ加工機械の商業用プロトタイプ（実用機）が完成。 
（３）メラルーカ精油抽出の実験機が完成し、実用機は設計済み。活性炭製造装置の実験機は完

成し、実験中。 
（４）養殖池水処理のプロトタイプ・システムが完成し、アンザン省とティエンザン省で実地試

験中。 
したがってプロジェクトで設定した目標値には到達しており、成果 2 は達成されたといえる。将

来的には実用機が企業で活用されるようになる、あるいはシステムが地域で普及されるようになる

ことが望まれ、これはプロジェクトのインパクトの発現につながることから、引き続きパイロット

プロジェクトが進捗するようにフォローが必要である。 
 
成果 3：HCMUT がパイロット事業を促進するための研修促進能力を拡充する。 

成果 3 の指標は研修の計画数、受講者数、科目数、技術・知識の移転、研修教材、受講者の満足

度であるが、プロジェクトではこれら指標の目標値に到達しており、成果 3 は達成されたと判断さ

れる。本プロジェクトでは各パイロットプロジェクトに対応する 4 つの詳細な研修計画を策定し、

研修コースが開催された。研修コースの受講者の大半が、普通以上の満足を得ている。 
 
３－１－２ プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標：HCMUT において地域連携活動の経験と知識（ノウハウ）が検証され、制度化

される。 

指 標：（１）プロジェクト終了時に、パイロットプロジェクトの 70％以上が地方省ニーズを満た

している。 
（２）プロジェクトの経験を生かして大学による地域連携運営のための手引書や指針がま

とめられる。 
（３） HCMUT の正式の常置組織として予算と人員をもった委員会あるいは担当部署が

組織化される。 

 
3-1-1 で述べたように期待される 3 つの成果はおおむね達成されており、プロジェクト目標につ

いても達成される見込みである。 
HCMUT はプロジェクトを通じて、地方の緊急のニーズに合致する大学地域連携の一貫したアプ

ローチを、経験と知識の実践・検証・制度化を通じて経験したことになる。その経験とノウハウを

検証した上で、取組み結果をまとめて学内外で共有し、大学内での制度化に必要な措置を講じるこ

とが、残りのプロジェクト期間中に取り組まれる予定である。 
 

３－１－３ 上位目標の達成見込み 

上位目標： 地域連携の経験と知識（ノウハウ）が地域社会で十分に活用される。 

 プロジェクト成果の順調な推移を見ると、上位目標はプロジェクト終了後 3～5 年程度で達成され

ると評価される。上位目標達成にかかわる 初の 2 つの指標は、(1)南部の地方省から課題解決のた

めの要望が定期的に出され、それらの要望の中から毎年 低 3 つのトピックが HCMUT のパイロッ
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トプロジェクトとして選定される、(2)南部ベトナムにおける大学地域連携活動が、パイロットプロ

ジェクトの数（4 つ以上）と協力先の省・コミュニティの数の面でより広範に実施されることであ

る。地方のパートナーが HCMUT の大学地域連携活動の認識（調査した地方の人々の 40％以上が

活動を認識し価値を認める）については満足することはできないものの、第 3 の指標(3)実施される

パイロットプロジェクトのニーズ満足度と HCMUT の研究開発（R&D）能力向上のための有用性

と、第 4 の指標(4)パイロットプロジェクトによって設計された地方の人々に対する研修コースの実

施体制については、現行プロジェクトにおいて部分的に達成しつつある。本プロジェクトが HCMUT 
にとって大学地域連携の体系的アプローチを設計、実施、評価する初の試みであることを考えると、

これを出発点として、HCMUT が地域連携活動を継続し、上位目標を達成することが期待される。

 
３－２ 評価結果の要約 

（１）妥当性 
本プロジェクトの妥当性は高いと評価される。本プロジェクトはベトナム政府の政策とターゲッ

ト・グループのニーズに合致しており、日本政府の支援政策とも整合性がとれている。 
プロジェクト目標と上位目標は、南部地域の振興と高等教育改革、科学技術の持続的発展を優先

課題としているベトナムの「2010 年までの 10 カ年国家開発戦略」と「社会・経済発展 5 カ年計画

（2006-2010 年）」と合致している。また、ベトナムの社会・経済発展に貢献する人材育成を重点課

題としている日本の ODA 政策とも整合している。 
これまで HCMUT は組織的かつ体系的に南部地域の重要な技術開発課題に対応することができ

ていなかったが、プロジェクトによって地域のニーズに基づいた研究開発活動が実施できるように

なり、主なターゲット・グループである HCMUT 教員・職員のニーズに応えていることが確認され

た。さらに、間接的なターゲット・グループであるアンザン省、ティエンザン省の 2 省の地方政府

行政官、大学職員などの関係者は、地域の技術開発課題に取り組むにあたり、HCMUT の支援を期

待しており、プロジェクトによる地域連携活動を高く評価していることが確認された。 
 

（２）有効性 
本プロジェクトは有効性が高いと評価される。 

 本プロジェクトはプロジェクト目標を達成する高い可能性を有している。プロジェクト・デザイ

ン・マトリックス（PDM）で定義されたさまざまな活動は適切に実施されており、期待される 3
つの成果が現れつつある。現在、実施されている 4 つのパイロットプロジェクトは 2 省の緊急のニ

ーズに沿った設計・実施がなされており、新しい科学的研究・開発の成果ももたらしている。4 つ

のパイロットプロジェクトの実施に関する進捗報告書が、大学地域連携の運営手引書や指針の整備

の準備段階として策定されている。HCMUT は学長決定の正式な学内組織として PMC を設置し、

毎回の会合には、副学長およびティエンザン省、アンザン省からの代表、パイロットプロジェクト

関係者の参加があり、プロジェクト全般に関する課題を検討し、意思決定する場として機能してい

る。 
また、HCMUT はアンザン省およびティエンザン省と大学地域連携の実施に関する公式合意をし

ており、地方政府も経費負担をする計画を立てるなどの具体的な協力が進んでいる。地方政府代表

者の毎回の会合に参加するなど、地方の関係者のプロジェクトの諸活動への積極的な関わりを通じ
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て、大学と地方の協力関係が構築された。また、HCMUT の強いコミットメント（責任意識）とオ

ーナーシップが本プロジェクトの有効性を高めることに大きく貢献した。 
 
（３）効率性  
本プロジェクトは効率性が高いと評価される。 
本プロジェクトは大学内の制度づくりに加え、4 つのパイロットプロジェクトの運営管理を支援

するという広範囲の活動であったにもかかわらず、日本人専門家の派遣は 2 名の長期専門家および

高等教育や 4 つのパイロットプロジェクトに関連するさまざまな分野での 9名の短期専門家のみで

あり、これらは必要 低限の人数といえる。専門家の専門分野、資質、派遣のタイミングもプロジ

ェクトを達成するにあたり、適切なものであった。 
現在、HCMUT では 22 名の C/P が配置されて技術移転を受けている。HCMUT にとって初の大規

模な国際協力案件で、体系的かつ効果的な大学地域連携を構築する試みであるため、大多数の C/P
の意欲は大変高く、プロジェクトに対する参加意識（責任意識）が強い。大学地域連携の 4 つのパ

イロットプロジェクトが実施されている 2 省では、ティエンザン省から 7 名が、アンザン省から 5
名が間接 C/P として指名され、プロジェクト活動と 2 カ月に 1 度程度、定期的に開催される PMC
会合に積極的に参加している。C/P 研修について、終了時評価時点までに 19 名の C/P が本邦で研修

を受けた。 
また、ベトナム・日本の双方から提供された機材と予算は、成果達成のために必要なものであっ

た。HCMUT の管理能力の向上と 4 つのパイロットプロジェクトの実施という広いスコープを考え

ると、これらの投入はプロジェクトの成果と目標双方の達成実現に効率よく転換されたといえる。

 
（４）インパクト 
本プロジェクトは将来、大きなインパクトを発現する可能性があると評価される。 
HCMUTは引き続き南部地域の課題に関する技術開発に取り組むため地域連携活動に力を入れて

いくことを表明しており、上位目標は将来的に達成される見込みである。 
4 つのパイロットプロジェクトにおける課題は、いずれも農業や漁業などの地域の重要産業セク

ターに関係するものである。なまずフィレ加工機械の開発による生産性向上、また、カカオ発酵技

術の開発によるカカオの付加価値向上、およびメラルーカ木からの精油抽出技術により農民の収入

増加が期待されるなど、本プロジェクトは将来、大きな経済的インパクトの可能性がある。 
 
（５）自立発展性 
本プロジェクトの自立発展性は中程度であると評価される。 
PMC は学長決定の正式な学内組織として設置されたが、プロジェクト終了時に解散することが

計画されているため、プロジェクト終了後の HCMUT における地域連携活動を推進する体制は不明

確である。しかし他方、教育、研究に続く大学活動の第 3 の柱としての大学地域連携の重要性を考

慮して、HCMUT は 2008 年初めにそれまでの R&D および国際関係部を対外関係部と R&D および

国内プロジェクト管理部の 2 部に再編している。これらの部署が機能することによって、大学地域

連携活動が継続することが期待される。 
プロジェクトの計画・管理・事務手続きの各機能は依然、専門家や日本側の経費によって雇用さ
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れた事務職員などに大きく依存している。主に日本人専門家から指摘があるとおり、HCMUT は大

学地域連携のためにより多くの管理・事務要員を専任として配置すべきである。 
ベトナム政府は本プロジェクト実施に関して適切な額の予算を配賦しているものの、HCMUT に

よる大学地域連携活動に対して政府が予算を継続または増額する用意があるかどうかははっきり

していない。ただし、各省人民委員会の科学技術部（DOST）は科学技術省（MOST）から配分さ

れる地方ニーズに基づく R&D 活動向けの予算をもっており、これらの予算を活用することは可能

である。本プロジェクトによる大学地域連携のサクセス・ストーリーが得られることで、関連政府

機関で課題の重要性に対する認識が向上し、財務的自立発展性につながることが期待される。 
技術的観点からのプロジェクトの自立発展性について、技術移転を受けた HCMUT 教員・職員は

海外留学などを除き大学に残る可能性は高く、移転された知識と技術が HCMUT 内で定着・拡大す

ることが期待できる。 
 
３－３ 効果発現に貢献した要因 

（１）計画内容に関すること 
 地域開発を促進するための課題解決方法として、大学を拠点とするアプローチをとったことは間

違いではなかった。本プロジェクトにより、大学が技術開発および人材育成を通じて地域開発に十

分貢献しうることが説明できた。 
（２）実施プロセスに関すること 
プロジェクト活動全般において、HCMUT の幹部が積極的に関わり、即時に判断をしてきたこと

が、プロジェクトを成功に導いた要因である。 
また、4 つのパイロットプロジェクトの設計・実施に当たっては、2 省のプロジェクト関係者に

よる積極的な参加と関与がパイロットプロジェクトの有効性と効率性の双方を向上させる主要な

要因となった。 
 
３－４ 問題点および問題を惹起した要因 

プロジェクトの実施においてはいくつかの困難や問題も発生した。ベトナム政府による正式承認

の遅れによって、本プロジェクトは初期段階でベトナム側による必要予算を得ることができなかっ

た。また、2007 年 9 月の学長および複数の副学長の交替と、その後のすべての学部の学部長、副学

部長などの主要な大学管理要員の交替により、PMC 活動が約 6 カ月間停滞した。日本から供与さ

れた必要機材の納入に一部、遅延が生じ、その結果、パイロットプロジェクト活動を中心に遅れが

発生した。本プロジェクトは HCMUT 内部と 2 省において広範な関係者を有しており、プロジェク

ト運営の関連情報が必ずしも十分かつタイムリーに関係者に伝達・共有されなかったという反省も

ある。 
 
３－５ 結論 

本プロジェクトはプロジェクト目標を達成する見込みであるため、当初の予定どおり終了する。

HCMUT は南部地域の社会・経済の発展に貢献するさまざまな大学地域連携活動を推進するため

の基礎的能力と制度的枠組みの基盤を形成しつつあるが、これはまだ第一歩にすぎない。地方のコ

ミュニティの期待に応えるためには、HCMUT が組織として継続的に地域連携活動を行っていくこ
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とが必要であり、そのために残りの期間中に大学地域連携についての運営手引書と指針の整備を速

やかに行う必要がある。そして HCMUT の大学地域連携の制度的、財務的、組織的、技術的な自立

発展性を確保するために、HCMUT と中央・地方のベトナム政府関係機関が明確なコミットメント

を示すことが期待される。 
 

３－６ 提言 

以上の分析を元に、以下の提言事項を合同評価報告書に盛り込んだ上、合同調整委員会（JCC）
に報告し、了承を得た。なお、本プロジェクトではすでに後継案件（フェーズ 2）が採択されてお

り、提言事項は後継案件の実施を前提とした内容となっている。 
（１）HCMUT が大学の特性を活かした地域連携活動を強化すること。 
（２）知的財産権について、研究開発の前に関係者で合意を得ておくこと。 
（３）実践的な研究を円滑に行うため、従来の理論中心の教育の割合を実習中心に見直すこと。 
（４）HCMUT が地方の研究者の能力向上のために主導的な役割を果たすこと。 
（５）HCMUT が地域開発を推進するために地方の大学との関係を強化すること。 
（６）地域開発を進めるためにベトナム政府が大学の研究開発の予算を増やすこと。 
 
３－７ 教訓 

本プロジェクトのようにパイロットプロジェクトを実施しながら地域連携活動に取り組む技術

協力のメリットとデメリットが以下のように導き出された。 
（１）メリット 
・地域連携を構築する際にプロジェクトの間接的受益者のオーナーシップとコミットメントを高

めて具体的な協力を得ることができること。 
・わずか 2 年半の間に限定的ではあるものの、地方の農民を始めとするパイロットプロジェクト

の 終受益者が一定の教育効果や新たな技術導入の可能性を感じられること。 
（２）デメリット 
・パイロットプロジェクトという手段がプロジェクトの目標に転換するリスクがあること。 
・パイロットプロジェクトそのものの成功が優先視され、その成果達成が急がれることで

HCMUT 教員が直接、 終受益者である地方の人々への技術移転を図ろうとすること、あるい

は、パイロットプロジェクトのテーマに関する知識をできる限り得ることを希望している地方

の技術者に対して、日本人専門家からの直接の指導や専門的な内容の本邦研修も実施された

が、地方の技術者の能力・理解度は大学教員とは異なり、短期間で地方の関係者の知識習得を

図ることは難しかった。本来は、HCMUT 教員の能力向上→HCMUT 教員が地方政府・技術関

係者に対して開発された技術を適用するために必要な指導を行う→地方の人々の知識・技術の

向上、といった技術移転サイクルが望ましい。 
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終了時評価調査結果要約表（英文） 

I. Outline of the Project 

Country: Vietnam Project title: Capacity Building of Ho Chi Minh city 
University of technology to strengthen 
university-community linkage 

Issue/Sector: Higher Education Cooperation scheme: Technical cooperation 

Division in charge：JICA Vietnam Office Total cost:  290 Million Japanese Yen 

Partner Country’s Implementing Organization: Ho Chi 
Minh City University of Technology (HCMUT) 

Period of 
Cooperation 

From January 15, 2006 to January 
14, 2009 

Supporting Organization in Japan: Toyohashi University 
of Technology 

1. Background of the Project 
The southern region of Vietnam is seen as one of the strategically important areas that should lead the 

country’s economic and social development.  In order to promote the regional development that can be 
accelerated by the development of agriculture, fishery and manufacturing industries it is requisite to develop 
human resources who have high-level of knowledge and experience of technical and engineering skills. 
HCMUT has functioned as the leading research and educational institution in southern Vietnam and has 
provided occasional R&D support and training in the region.  However, due to a lack of an effective 
institutional mechanism of “university-community linkage” and insufficiency of experiences in R&D and its 
transfer that satisfies actual needs of local communities, efforts by HCMUT and their achievements were 
still limited.  Under these circumstances, Vietnam and Japan agreed that technical cooperation project 
aiming at strengthening HCMUT’s capability in university-community linkage would be implemented 
through the Japan International Cooperation Agency (JICA).  Under the Project, several pilot projects in 
such two provinces as An Gian and Tien Giang have been implemented in order to develop and verify an 
effective institutional mechanism for university-community linkage by trying to establish a cycle of needs 
assessment, project design, research and development (R&D), field application and evaluation. 
 
 2. Project Overview 
(1) Overall goal 

Experience and knowledge (i.e. know-how) on university-community linkage activities is thoroughly 
utilized in local community. 
 

(2) Project purpose 
At HCMUT, experience and knowledge (i.e. know-how) on university-community linkage activities are 
examined, consolidated and institutionalized. 
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(3) Output 
1) HCMUT has sufficient capability to manage pilot projects on university-community linkage by 

accumulating experiences and knowledge (i.e. know-how). 
2) Staff of HCMUT has practical skills and knowledge on promoting pilot research and development 

(R&D) for local community. 
3) Staff of HCMUT has practical skills and knowledge on promoting training for local communities. 

 
(4) Input 

Japanese side: 
Long-term Expert : 2 Equipment: 380,000 US dollars  
Short-term Expert : 9 Local cost:  432,653 US dollars 
Trainees received in Japan: 19 Others                   

 
Vietnamese side: 

Counterpart: 22 persons Local Cost: 4,300 Million Vietnamese Dong  
Land and Facilities: Project offices in HCMUT 

Land for pilot plant of extracting oils from tram trees   

II. Evaluation Team 

Members of 
Evaluation 
Team 
 

(1)Team Leader: 
  Mr. Yasuhiro Tojo, senior deputy representative, JICA Vietnam office 
(2)Higher Education / Community Linkage 
  Mr. Hiroshi Shirakawa, visiting senior advisor, JICA 
(3)Cooperation Planning and Management 

Mr. Masakatsu Okumoto, technical and higher education division, human development 
department, JICA 

(4)Project Implementation Management 
  Ms. Nobuko Wada, deputy resident representative, JICA Vietnam office 
(5)Evaluation analysis 
  Mr. Nobuhisa Iwase, consultant, IMG Inc.     

Period of 
Evaluation 

 August 25, 2008 – September 9, 2008 Type of Evaluation：Final evaluation 

III. Results of Evaluation 

 1. Result of cooperation 
(1)Achievements of output 
 The achievement level of Output 1 is high, judging from indicators such as the number of planning of 
pilot projects, setting up of taskforces, frequency of visit local areas and so on.  Lecturers and staff of 
HCMUT understood the management university – community linkage activities and also gained knowledge 
by carrying out the pilot projects, while success of the project was mainly due to Japanese experts’ 
management  The achievement level of Output 2 is also high since good progress has been made in 4 pilot 
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projects. The achievement level of Output 3 is high enough with satisfaction of individuals who participated 
in pilot projects related training provided by HCMUT. 
 
(2)Project purpose achievements 
  Having results of achievement of Outputs at the time of the Final evaluation, the level of achievement of 
the Project purpose is fair.  In the remaining period, HCMUT needs to examine, consolidate and 
institutionalize its experience and know how of university-community linkage. 
 
(3)Overall goal achievements 
 At the time of the final evaluation, some signs that would contribute to the achievement of the Overall 
goal were emerging.  
 
2. Summary of evaluation results 
 (1) Relevance 

The Project is evaluated as having very high relevance.   
 
Project goals are relevant with the country’s 10-Year Strategic plan toward 2010 and the 5-Year Plan for 
Socio-Economic Development (2006-2010) which put priorities in promoting the development of the 
southern region as well as reforming higher education and promoting sustainable development of science 
and technology.  Also, the Project is evaluated to be consistent with the Japan’s ODA policy to Vietnam. 
 
The needs of the main target group, HCMUT faculty and staff, were confirmed to be high, because HCMUT 
now considers the “university-community linkage” that promotes practical technological development and 
its application in the southern region as the third pillar of the organization’s mission after “education” and 
“research”, but an integrated approach to tackle with important technological development issues based on 
local, urgent needs was not taken in the past. 
 
Indirect target groups has been set as local government officials, university staff and other 
technology/engineering related people in such two provinces as An Giang and Tien Giang.  The needs and 
expectations of the indirect target group for HCMUT’s increasing efforts for scientific research, 
development and application that meet with their local, urgent needs were also confirmed to be very high by 
both the Questionnaire survey conducted by the Project and the Questionnaire/Interview surveys at the Final 
Evaluation. 
 
 (2) Effectiveness 

The Project is evaluated as having relatively high effectiveness. 
 
Having achievements in the past two and a half years, the Project has a high potential to achieve its Project 
Purpose.  The achievement of the expected 3 outputs has successfully been appearing with an appropriate 
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implementation of various Project activities defined on PDM.  It is evaluated that the ongoing 4 pilot 
projects were designed and implemented based on the urgent needs of the two local provinces.  Several 
progress reports in relation to the implementation of the 4 pilot projects were formulated in preparation for 
developing an integrated operational guidelines and/or manuals for university-community linkage.  PMC 
has been organized as a responsible unit for the Project at HCMUT with a sufficient number of necessary 
personnel, budget and appropriate level of project management.  Project activities have brought about
several concrete, new scientific research and development results that was introduced and examined in the 
implementation of the 4 pilot projects. 
 
HCMUT exchanged official agreements with the two provinces regarding the implementation of 
university-community linkage activities.  As shown in the fact that all the related people in the two 
provinces actively participated in various activities and the two local governments supplied a certain amount 
of budget and necessary land/space for pilot project implementation, the important assumption to achieve the 
Project purpose is very likely to satisfy.  Moreover, this fact as well as a strong commitment and ownership 
of HCMUT largely contributed to increasing the effectiveness of the Project. 
 
 (3) Efficiency 

The Project is evaluated as having a relatively high efficiency. 
 
Two (2) long-term Experts and 9 short-term Experts in 13 occasions in both Higher Education and various 
R&D fields in relation to the 4 pilot projects were dispatched from Japan.  Quality, specialty and timing of 
dispatched experts are evaluated to be appropriate enough to contribute to achieving the outputs of the 
Project. 
 
Currently, 21 C/Ps including Project Manager, PMC members, pilot projects’ members and administrative 
staff are allocated and receive technical transfer.  Almost all C/Ps are very well motivated and have high 
level of commitment to the Project, because they feel that the Project is the first-ever large-scale 
international cooperation program for HCMUT and the first-ever trial in order to formulate an integrated, 
effective university-community linkage.  HCMUT has established PMC that has 9 members including a 
Vice Rector in responsible for R&D and External Relations as a Project Manager, Deans of 3 related 
faculties and several heads of management/administrative-related departments.  In the two provinces where 
the 4 pilot projects are implemented for university-community linkage, 7 people have been nominated from 
Tien Giang and 5 do from An Giang as indirect C/Ps, and they have actively participated in both the Project 
activities and the PMC meetings that were periodically organized once almost every 2 months.  As for C/P 
training in Japan, ten (10) HCMUT faculty members and 9 indirect C/Ps from the two provinces received 
trainings, and two more HCMUT faculty members is scheduled to receive training in Japan in the remaining 
period. 
 
Those inputs described above with an appropriate level of equipment and budget provided by the both sides 
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were necessary for the efficient technical transfer during the Project implementation in order to bring about 
satisfactory level of achievement of outputs.  Considering a wide scope of the Project that aims at 
increasing the management capability of HCMUT as well as implementing 4 pilot projects, it is considered 
that those inputs by the both sides were efficiently converted to bring about the achievement of both the 
outputs and purpose of the Project.  
 
 (4) Impact 

The Project is evaluated as having a potential to bring about a large scale of impact in the future. 
 
HCMUT has intention to promote university-community linkage activities by carrying out research and 
development on the subject of southern areas so that overall goal is likely to be achieved in the future.  
 
Since 4 pilot projects are still in the stage of R&D, on-site experiment or technical transfer to local 
community by provision of training and promotion activities, there is no clear indicator to measure the 
degree of economical impact of the Project.  However, all the assignments in the 4 pilot projects are related 
with such important industrial sectors in the region as agriculture and fisheries, which have a high potential 
to contributing to the increase in yield ratio, productivity and product quality in each technological field.  In 
this respect, the Project has a high potential to bring about a large scale of economical impact in the future. 
  
 
 (5) Sustainability 

The Project is evaluated as having a medium-scale of sustainability.  
 
PMC’s positioning, organizational and functional roles have clearly been defined by the HCMUT’s decision. 
On the other hand, PMC is planned to dissolve by the Decision when the JICA assistance terminates. 
Considering the importance of the “university-community linkage” as the third pillar of the university’s 
mission after “education” and “research”, HCMUT reorganized the former “Department of R&D and 
International Relations” into such 2 departments as “Department of R&D and External Relations” and 
“Department of International Relations” at the beginning of 2008.  Given this positive sign, it is highly 
expected that the Department of R&D and External Relations would be responsible for continuing 
university-community linkage activities when JICA assistance terminates.   
 
From the organizational and managerial point of view, planning, managerial and administrative functions of 
the Project still rely largely on the Japanese inputs such as Experts and administrative staff paid by JICA 
expenses.  According to the Questionnaire/Interview Surveys at the Final Evaluation, there were several 
voices that HCMUT should allocate more managerial and administrative personnel to the 
university-community linkage, preferably full-time staff, in order to increase the sustainability of the Project.
Although the Vietnamese government properly allocated necessary budget for the Project’s implementation, 
there is no clear sign that the government is ready to continue or even increase the budget for HCMUT’s 
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university-community linkage activities. However, the Ministry of Science and Technology (MOST) is said 
to increase its budget allocation to local areas for R&D activities based on local needs through its 
organizational branches at local governments such as Department of Science and Technology at the People’s 
Committee in each Province.  Given several success stories in university-community linkage under the 
Project, awareness of the importance of the issue among relevant government organizations is expected to 
increase.   
 
From the technical point of views, there is a high possibility for the university faculty and staff that received 
technical transfer to stay in the university except their having further opportunities of learning abroad. 
Many other faculty members are seen as having high interests in the Project and there will also be periodical 
move of human resources inside the university.  These observation shows that transferred knowledge and 
skills are highly expected to accumulate and to increase inside HCMUT. 
 
3．Promoting factors  
(1) Factors related to planning 
 The project was well designed with an approach to regional development, in which the focal point was a 
university, not provincial government.  
 
(2) Factors related to implementation process 
 The active participation and strong ownership from the counterparts could be a major success factor of the 
Project. 
 
4. Hampering factors  
 In the first year, counterpart budget was not allocated for the project due to delays in Vietnamese 
government approval. Also, some of the activities of pilot projects had to be postponed because of delays in 
procurement of equipments.  In September 2007, when a new rector was appointed, some of the core 
project members left and PMC activities were suspended for 6 months.  These problems might have 
burdened both Japanese experts and counterparts. 
 
5. Conclusion 

The evaluation team concluded that Project has made remarkable progresses and the Project Purpose is 
about to achieve by the end of the Project.   

HCMUT will develop a basic capacity and a foundation of its institutional framework for continuing 
various university-community linkage activities that meet with the very urgent needs of local communities 
and contributes to promoting the social and economic development in the southern Vietnam. However, this 
is still the first step for a further development of HCMUT’s more efficient, continuous provision of R&D 
activities that are highly expected by the people of local communities. For the fulfillment of this expectation, 
the guideline and manuals for the university-community linkage should be urgently completed. HCMUT and 
the relevant Vietnamese government organizations in both central and local areas are required to show clear 
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commitment and put additional efforts in ensuring HCMUT’s institutional, financial, organizational, and 
technical sustainability for the newly-developed university-community linkage.  

 
 6. Recommendations 
 

1) To strengthen its activities for local community based on its goodness of universities.   
2) To make consensus clearly on the intellectual property rights born by R&D activities before starting 

the activities. 
3) To change the conventional ratio of theoretical study and practical study to implement the practical 

R&D smoothly.  
4) To have the leadership to enhance the local R&D related people. 
5) To strengthen the linkage with local universities to promote regional development. 
6) To increase budget for regional development based on universities R&D activities is expected by 

Vietnamese government.  
 

7. Lessons Learned 
There are merits and demerits of carrying out pilot projects when the university – community linkage 
activities are implemented. 
 
(1)Merits 
- When the university-community linkage activities are organized as pilot projects, it is easy to develop 
strong ownership and commitment of beneficiary groups so that substantial progress in cooperation can 
be achieved. 
- Beneficiary groups such as farmers can participate in pilot project activities and benefit from training 
and so on, to a certain extent even for a short period of time. 
 
(2)Demerits  
- Projects members tend to be eager to carry out pilot projects and it is easy to forget that pilot project is 
means to achieve project purpose. Project should be more focused on original purpose that is institution 
and mechanism building. 
- When developed technologies are adapted to local conditions, or when they are disseminated, it was 
difficult to tell to what extent Project should provide technical assistance to local technicians, officers 
and beneficiary groups such as farmers. As a result, some of the technology transfer activities were 
unfinished. 
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第１章 終了時評価調査の概要 

 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

ベトナム社会主義共和国（以下、ベトナム）の南部地域は、ベトナムの経済発展・社会開発を牽

引する戦略地域のひとつである。この地域において農業・漁業・工業などの産業をさらに発展させ、

地域開発を促進するには新しい技術の導入が必要であり、高い工学・技術知識と経験を有する人材育

成が急務とされている。ホーチミン工科大学（Ho Chi Minh City University of Technology：HCMUT）
は、ベトナム南部の中心的な研究・教育機関であり、地域の開発課題に対して技術開発支援・地域住

民の研修などを行ってきている。しかし地域連携の制度が作られていないことに加えて、地域のニー

ズに基づく技術開発や技術・知識移転の経験が不足していることから、十分な成果があがっていない。

そのため、ベトナム政府から、地域社会のニーズに対応した研究・技術開発を行い、その結果を地域

開発を担う人材に技術移転するという、大学の地域連携機能を構築・強化することを目的とした協力

が要請された。事前評価調査および実施協議の結果、パイロット事業を発掘・形成・運営管理・モニ

タリング・評価する委員会を HCMUT に設置すること、また、HCMUT がすでにコンサルテーション

を行っていたティエンザン省およびアンザン省をパイロット省にすることを決定し、2006 年 1 月か

ら 3 年間の予定でホーチミン工科大学地域連携機能強化プロジェクトが開始された。日本側からは、

2 名の長期専門家（チーフアドバイザー/高等教育マネジメント、業務調整）が派遣され、地域ニーズ

の発掘・分析→地域連携事業の案件形成→研究開発→開発された技術の移転といった一連のサイクル

を通して、大学として組織的な地域連携活動ができることを目指している。パイロット事業としては、

この 2 省のニーズをふまえ、カカオ加工技術手法の改善、なまず加工技術の開発、メラルーカ木の有

効活用、養殖池の水の浄化技術の開発の 4 つの課題が選定され、取り組まれている。 
終了時評価調査ではプロジェクトの実績・成果を確認・評価するとともに、今後のプロジェクト活

動、すなわちプロジェクトフェーズ 2 に向けた提言や今後の類似の事業実施にあたっての教訓を導く

ことを目的とする。 
 
１－２ 評価者の構成 

 ＜日本側＞ 
総 括        東城 康裕  JICA ベトナム事務所次長 
地域連携・高等教育  白川 浩   JICA 人間開発部課題アドバイザー 
協力計画       奥本 将勝  JICA 人間開発部職員 
運営管理       和田 暢子  JICA ベトナム事務所所員 
評価分析       岩瀬 信久  有限会社アイエムジーパートナー 

 ＜ベトナム側＞ 
Dr. Phan Dinh Tuan Vice Rector and Head of PMC 
Dr. Mai Thang Phong Head of Project Management Office, Member of PMC 
Dr. Hoang Minh Nam Head of Academic Affairs Office, Member of PMC 
Dr. Nguyen Phuoc Dan  Dean of Environmental Engineering Faculty, Member of PMC 
Dr. Le Van Viet Man Head of Food Engineering/Processing, Chemical Engineering Faculty 
Dr. Tran Doan Son    Professor of Manufacturing Engineering, Mechanical Engineering Faculty 
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１－３ 調査日程 

平成 20 年 8 月 25 日（月）～平成 20 年 9 月 9 日（火）  

日程 活動 

8 月 25 日～31 日 評価分析コンサルタントによる調査  

9 月 1 日（月） HCMUT 副学長との面談 
メンバーとの面談 
ベトナム国家大学ホーチミン学長との面談 
ホーチミン市人民委員会科学技術部副部長との面談 

9 月 2 日（火） アンザン省へ移動 
パイロットプロジェクトサイト視察 

9 月 3 日（水） アンザン省人民委員会、アンザン大学副学長との面談 
 

9 月 4 日（木） ティエンザン省へ移動 
ティエンザン省人民委員会関係者との面談  

9 月 5 日（金） パイロットプロジェクトサイト視察 
 

9 月 6 日（土） 報告書作成等 

9 月 7 日（日） 報告書作成等 

9 月 8 日（月） 合同評価委員会 

9 月 9 日（火） JCC 

 
１－４ 主要面談者 

＜ベトナム国家大学ホーチミン＞ 
 Dr. Phan Thanh Binh     President 
  Dr. Hoang Zung         Director of Science and Technology Department 
  Dr. Ho Dac Loc         Vice Director of External Relations and Project Development 
＜ホーチミン工科大学＞ 

Dr. Phan Dinh Tuan Vice Rector and Head of PMC 
Dr. Mai Thang Phong   Head of Project Management Office, Member of PMC 
Dr. Hoang Minh Nam Head of Academic Affairs Office, Member of PMC 
Dr. Nguyen Phuoc Dan Dean of Environmental Engineering Faculty, Member of PMC 
Dr. Pham Thanh Quan    Dean of Chemical Engineering Faculty 
Dr. Le Van Viet Man Head of Food Engineering/Processing, Chemical Engineering Faculty 
Dr. Tran Doan Son Professor of Manufacturing Engineering, Mechanical Engineering Faculty 

＜ホーチミン市人民委員会＞ 
Dr. Le Hoai Quoc        Deputy Director of Department of Science and Technology 
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１－５ 評価の方法 

１－５－１ 評価手法 

本調査では、『改訂版 JICA 事業評価ガイドライン』に沿って、①プロジェクトの当初計画、②終

了時評価時点での計画達成状況および達成のための課題を確認し、③評価 5 項目（妥当性、有効性、

効率性、インパクト、自立発展性）に基づき評価を行った。これらの結果を踏まえ、合同評価委員会

にて上記評価内容とプロジェクトの今後のより効果的な実施のためにいくつかの対処案を協議・合意

し、合同調整委員会（Joint Coordinating Committee: JCC）で報告した上で、合同評価報告書のミニッ

ツを締結した。 
 
具体的な調査方法は以下のとおりである。 

 
（１）文献資料調査と評価グリッド・質問表の作成 

国内において、事前評価調査報告書、討議議事録（Record of Discussion: R/D）、専門家業務報告書、

その他プロジェクト関連資料の精査を行った。また、プロジェクトの概要表であるプロジェクト・デ

ザイン・マトリックス（Project Design Matrix: PDM）の内容を確認した上で、2007 年 7 月にベトナム

側と日本側で協議し改訂合意した PDM Version 2 を、評価用 PDM として利用することとした（付

属資料１「合同評価報告書」Annex1 を参照）。そして、それに基づいて調査項目を設定し、各項目に

対する情報収集方法を評価グリッドとしてまとめた。また、プロジェクトの日本人専門家、HCMUT
における直接カウンターパート（Counterpart Personnel: C/P）、パイロットプロジェクト実施地域にお

ける政府機関関係者や大学研究者などの間接 C/P の 3 者に対する質問表を作成し、現地プロジェク

ト・チームを通じた配布と回収を依頼した。 
 
（２）HCMUT 関係者に対する質問表調査および質問表に基づく面接調査 

現地に 1 週間早く入ったコンサルタント団員（評価分析担当）が、プロジェクトの専門家と C/P
に対して、上記の調査方法について説明をして理解を得た上で調査を行った（付属資料２「HCMUT
関係者に対する質問表調査・面接調査結果」を参照）。 
・ 専門家に対する質問表調査（計 3 名）と個別面接調査（在任中の長期専門家 2 名） 
・ プロジェクト・マネージャー（Project Manager: PM）、C/P、HCMUT 関係者に対する質問表調査

（計 19 名）と、個別面接調査（左記 19 名の内、18 名） 
 

（３）現場観察を含めた現地での評価調査の実施 

・ ほかの評価調査団メンバーがホーチミン市入りした後、HCMUT 内でのプロジェクトに関連す

る施設・機材と業務実態を観察調査した上で、次のような調査を行った（「質問表調査・面接

調査の結果」については付属資料３、個別の面談録については付属資料４を参照）。 
 

・ アンザン省を訪問し、間接 C/P に対する質問表調査（計 3 名）、面談調査（計 8 名）、パイロッ

トプロジェクト実施地域の踏査（現場観察）および本プロジェクトの 終受益者である地方の

企業（なまずフィレ加工関連 2 社）と農民（なまず養殖および養殖池水処理関連）に対する訪

問・面接調査（民間企業 2 社と農民数名） 
・ ティエンザン省を訪問し、同省の間接 C/P に対する質問表調査（計 6 名）、面談調査（計 7 名）
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とパイロットプロジェクト実施地域の踏査（現場観察）およびプロジェクトの 終受益者であ

る地方のカカオ協同組合とメラルーカ木の栽培に係わる農民（ともに複数名）に対する訪問・

面接調査 
・ HCMUT におけるプロジェクト関係者およびその他関係機関との面談を通じて、関連情報収集

と今後の進め方などに関する情報交換 
 
以上の情報を元に、ベトナム側の評価チームとともにプロジェクトのこれまでの活動実績および実

施プロセスを検証し、評価 5 項目に基づいて評価を行い、その結果を評価グリッド結果表（2-2 の項

を参照）と合同評価報告書（付属資料 1 を参照）にまとめた。 
 

（４）ベトナム側との協議 

評価調査の分析結果を元に、ベトナム側および日本側関係者と協議を行った上で、その結果を JCC
で報告し、合同評価報告書（付属資料 1 を参照）に署名・交換した。 
 
１－５－２ 評価項目と評価設問（評価グリッド） 

本終了時評価調査で作成・活用した評価グリッドでは、実績および実施プロセスの検証と評価 5
項目の観点から評価設問を設定し、調査を行った。 
  
（１）実績および実施プロセスの検証 

１）実績の検証 
   ・投入は計画どおり実施されたか（計画値との比較） 
   ・成果は計画どおり産出されたか（目標値との比較） 
   ・プロジェクト目標は達成されたか（目標値との比較） 
   ・上位目標達成の見込みはあるか（目標値との比較） 
 
２）実施プロセスの検証 

   ・活動は計画どおりに実施されたか 
   ・技術移転の方法に問題はなかったか  
   ・プロジェクトの運営体制に問題はなかったか 

・プロジェクト実施過程で生じている問題や効果発現に影響を与えた要因は何か 
 
（２）５項目評価 

１）妥当性 
必要性、優先度、手段としての妥当性の観点からプロジェクト実施の妥当性を評価 
① 必要性（ターゲット・グループのニーズとの整合性） 
② 優先度（ベトナムの開発政策・わが国の援助計画との整合性） 
③ 手段としての妥当性（適用方法の妥当性、ターゲット・グループ選定の適切性、日本の技術の

優位性など） 
２）有効性 
プロジェクトの成果とプロジェクト目標の達成度を検証し、プロジェクトの効果を評価 
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３）効率性 
投入（コスト）と成果の達成状況とを比較し、プロジェクトの実施の効率性を評価 
４）インパクト 
上位目標の達成見込み、その他の波及効果を評価 
５）自立発展性 
政策･制度面、組織面、財務面、技術面などの観点から、総合的な自立発展性を評価 

 
このような視点に基づく調査・評価結果を評価グリッド結果表（英文については付属資料 1「合同

評価報告書」Annex 14 を、和文については付属資料 4「評価グリッド結果表」を参照）にまとめた。

なお、上記(1)の実績および実施プロセスの検証に関する調査項目・評価結果については評価 5 項目

の有効性、効率性、インパクトの項で総合的に評価・整理した。 
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第２章 プロジェクトの実績と達成状況 

 
２－１ 投入実績 

 終了時評価時点までの日本側とベトナム側の双方の投入実績は以下のとおりである。 
 
２－１－１ 日本側投入 

（１）専門家（「合同評価報告書」Annex5 参照） 
a. 長期専門家 

討議議事録（R/D）のとおり、チーフアドバイザー／高等教育マネジメント 1 名、研修計画／業

務調整 1 名が全期間にわたり配置された。 
 
b. 短期専門家 
高等教育とパイロットプロジェクトの研究開発（R&D）課題に関連する各要素技術の分野で 9

名の異なる短期専門家が合計 13 回日本から派遣された。短期専門家の派遣期間は基本的に 1 週間

で合計約 3M/M の投入となった。 
 

（２）機材供与（「合同評価報告書」Annex 8 参照） 
当初の計画どおり、汎用 R&D 機材、パイロットプロジェクト対応の特殊機材、パイロットプロ

ジェクト実施用の車両などが供与された。一部の機材はプロジェクトが設計・開発したオーダー・

メイドのものを調達・供与した。 
 

（３）C/P 研修（「合同評価報告書」Annex 6 参照） 
10 名のホーチミン工科大学（HCMUT）教員とアンザン省・ティエンザン省 2 省の 9 名の間接的

なカウンターパート（C/P）が終了時評価調査時点までに本邦研修を受けた。さらに 2 名の HCMUT
教員が 2008 年 9～10 月に本邦研修を受ける予定である。 
 

（４）在外事業強化費（「合同評価報告書」Annex 10 参照） 
プロジェクトの全期間における在外事業強化費（資機材・消耗品の購入、資料作成、出張旅費な

ど）の予算額は約 43 万 2700 ドルである。 
 
２－１－２ ベトナム側投入 

（１）C/P（「合同評価報告書」Annex 4 参照） 
これまでにプロジェクト・マネージャー（PM）である HCMUT 副学長をはじめ、関連学部の学

部長・副学長や教員、事務職員などの C/P がプロジェクト活動のために配置された。終了時評価実

施時の C/P 数は 22 名である。全員が他の大学職務との兼務であるが、プロジェクト活動に意欲的

に取り組んでいる。 
 

（２）土地・施設・機材の供与（「合同評価報告書」Annex 7 参照） 
執務スペース、会議室、一部の機材などが提供された。また、パイロットプロジェクトを実施し
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ている 2 省も必要な土地、施設、教室などを提供している。 
 

（３）ローカルコスト負担（「合同評価報告書」Annex 9 参照） 
研究開発費をはじめとしたローカルコストがベトナム側により負担されている。 

 
２－２ プロジェクトの達成状況 

２－２－１ 成果の達成状況 

（１）成果 1 

成果 1：HCMUT が地域連携事業を通じて経験・知識を蓄積し地域連携能力を向上させる。 
指標 1-1：パイロットプロジェクト計画数：少なくとも 6 計画 

1-2：パイロットプロジェクト実施数：少なくとも 4 つのパイロットプロジェクト 
1-3：タスクフォース数： 低各パイロットプロジェクトに 1 つのタスクフォース 
1-4：地方への訪問数：プロジェクト終了時までに 80 回以上 
1-5：地方ニーズの分析レポート：少なくとも各パイロットプロジェクトにつき 1 報 

告書 
1-6：地方とのワークショップ、会議、協議を 低 2 カ月に 1 回開催 
1-7：定期的にパイロットプロジェクトのモニタリング、評価、記録 

 
成果 1 は以下の理由からおおよそ達成されたと判断される。プロジェクトでは、パイロットプロ

ジェクトの計画策定に関して 6 つの課題を検討し、その内 5 つの課題の詳細計画が 4 つのパイロッ

トプロジェクトとして策定されている。これは指標 1-1 の条件に合っている。しかし、過去 2 年間

は定期的な計画策定が行われておらず、計画策定を繰り返していくための継続的努力と体系的な仕

組みが必要である。 
策定された計画に沿って 4 つのパイロットプロジェクト下に 5 つの課題が実施されており、指標

1-2 の条件に合致する。 
指標 1-3 については、各パイロットプロジェクトが HCMUT 教員、地方政府行政官、地方コミュ

ニティの人々から成るタスクフォース・チームを形成することに成功している。これら 4 つのタス

クフォース・チームはメンバー間での良好なコミュニケーションをとりながら活発に活動してきた。 
2008 年 6 月時点で HCMUT 教員はティエンザン省に 59 回、アンザン省に 53 回訪問しており、

「 低 80 回の地方コミュニティへの訪問」という指標 1-4 の条件を満たしている。「 低 80 回の

地方コミュニティへの訪問」という指標の条件の意義が、経験と知識の積重ねを測る指標として若

干、不明確であるものの、これらの数値は各タスクフォース・チームの活動が大変活発で、HCMUT
教員が大学地域連携の経験を積み重ねてきたことを示している。 
指標 1-5 については、地方ニーズが評価・分析され、特にパイロットプロジェクト形成に関して

実施された。2007 年 3 月に「Analytical Report on Local Needs」が編集され、各パイロットプロジェ

クトのニーズが明確にされた。現在、地方コミュニティ・ニーズのさらなる分析を含めた次の進捗

報告が準備されている。 
指標 1-6 については、2008 年 6 月末までに、次のような成果があった。 

(a) 2 省からの参加者を含めたプロジェクトマネジメント委員会（Project Management Committee：
PMC）を 11 回開催した。 
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(b) 2 省において 7 回のワークショップまたはセミナーを開催した。 
(c) ティエンザン省とアンザン省において、関係する人々を集めたその他の会合をそれぞれ 6 回と

4 回ずつ開催した。 
指標 1-7 については、HCMUT、ティエンザン省、アンザン省のすべてのパイロットプロジェク

ト関係者が参加した PMC 会合がすでに 11 回開催され、プロジェクト全体と各パイロットプロジ

ェクトの実施状況を確認、検討、モニタリングした。これらの PMC 会合の議事録は適切に記録さ

れ、関係者間で共有された。 
上記のデータと観察結果は、HCMUT が大学地域連携に関するパイロットプロジェクトの経験と

知識を積み上げながら、その管理運営能力を一定程度向上させたことを示している。 
すべてのパイロットプロジェクト活動は地方の人々によって高く評価されているが、プロジェク

ト実施にかかわる管理・運営の具体的な活動が、日本人専門家や管理要員など日本側の主導・努力

によって大きく支えられていることは事実である。 
 

（２）成果２ 

成果 2：HCMUT がパイロット事業を促進するための研究・開発能力を拡充する。 
指標 2-1：パイロットプロジェクトで実施される研究開発には科学的・技術的価値とともに地方に

おける社会的価値がある。 
2-2：開発された数：各パイロットプロジェクトでは少なくとも 1 つの新しい技術的成果ある

いは科学的成果が得られる。 
2-3：パイロットプロジェクトに参加する研究者：各パイロットプロジェクトは HCMUT から

1 名の代表研究者と支援研究者および地方の専門家・研究者で構成される。 
  
終了時評価の質問表・面接調査によれば、各パイロットプロジェクトの課題は多くの地方の人々

によって大変重要なものと見られており、社会・経済的な意味で地方コミュニティの緊急の課題と

合致している。なまずフィレ加工機械やカカオ発酵技術のように現在、知的所有権登録を検討して

いるものもあり、これらの技術課題は革新性があるとも見られており、指標 2-1 の条件を満たして

いる。また各パイロットプロジェクトでは以下のように、少なくとも 1 つの技術的成果または科学

的発見が出てきており、これは指標 2-2 の条件と合致している。 
(a)カカオ発酵プロセスに関する商業用機械のプロトタイプ（実用機）が完成 
(b)なまずフィレ加工機械の商業用プロトタイプ（実用機）が完成 
(c)メラルーカ精油抽出の実験機が完成し実用機は設計済み。活性炭製造装置の実験機は完成し実

験中 
(d)養殖池水処理のプロトタイプ・システムが完成し、アンザン省とティエンザン省で実地試験中 
 
指標 2-3 については、各パイロットプロジェクトで以下のように十分な数の中核技術者が参加し

ている。 
（１） HCMUT から 1 名の PM と 3 名の研究者、2 名のティエンザン省研究者（カカオ発酵） 
（２） HCMUT から 1 名の PM と 2 名の研究者、1 名のアンザン省研究者（なまずフィレ加工機械） 
（３） HCMUT から 1 名の PM と 1 名の研究者、1 名のティエンザン省研究者（メラルーカ木） 
（４） HCMUT から 1 名の PM と 3 名の研究者、2 名のティエンザン省研究者、2 名のアンザン省研
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究者（水処理） 
 
したがって、プロジェクトは上記の 3 つの指標の目標値に到達しており、成果 2 は達成されたと

判断される。 
R&D 活動の実施面ではやや遅延しているものもあるが、将来的には実用機が企業で活用される、

あるいはシステムが地域で普及されることが望まれ、これはプロジェクトのインパクト発現につな

がることから、引き続き各パイロットプロジェクトが進捗するようフォローが必要である。 
 

（３）成果３ 

成果 3：HCMUT がパイロット事業を促進するための研修促進能力を拡充する。 
指標 3-1：研修計画数：パイロットプロジェクト数と同じ 

3-2：研修受講者数：各研修コースで 10 名以上 
3-3：研修科目数：各パイロットプロジェクトにつき 低 1 名/科目 
3-4：研修では開発された技術や知識が地方に移転されるようなやり方で実施される。 
3-5：効果的な研修教材が作成される。 
3-6：受講研修者の満足度：60％以上の受講生が満足する。 

 
成果 3 は、以下に述べるとおり、ほぼ達成されたと判断される。 
本プロジェクトは各パイロットプロジェクトに対応する 4 つの研修計画を詳細に策定した。開発

された研修コースに対応して、2 省で次のような研修コースが開催された。 
（１） 2008 年 7 月と 8 月、3 回にわたり Testing Cacao Fermentation System and Dryer コースが、ティ

エンザン省 Cho Gao 区（District）のカカオ協同組合で 12 名の農民が参加して開催された。そ

の後、Technology Transfer: Mechanization of Cacao Fermentation and Drying というセミナーが 8
月にティエンザン省で 120 名以上が参加して開催された。（カカオ発酵） 

（２） 2007 年 9 月に Aquaculture Processing Technology コースが、アンザン大学の主催によりアンザ

ン省で 35 名が参加して開催された。（なまずフィレ加工機械） 
（３） 2007 年 12 月に Essential Oil and Activated Carbon Manufacturing Technology コースが、ティエン

ザン省で 18 名が参加して開催された。（メラルーカ木） 

（４） Capacity Building on Environment Protection, Methods and Analysis Techniques on Water Treatment
コースが、2008 年 1 月にアンザン省で 96 名の参加により、2008 年 7 月にティエンザン省で

112 名の参加により開催された。（水処理） 
 
指標 3-3 については、各研修コースに対応して、討議や実験を含めたいくつかの研修用の科目が

開発・整備された。 
（１） 討議と実機スケール・システムでの実習（カカオ発酵） 
（２） 講義とラボ実習から成る 10 科目（なまずフィレ加工機械） 
（３） 講義と討議から成る 9 科目（メラルーカ木） 
（４） (a) 農民と地方政府行政官のための 2 科目と実地訪問、(b) アンザン省の技術者のための 3 科

目、実地訪問、実習、(c) ティエンザン省の農民と専門家のための 3 科目（水処理） 
受講生の異なるタイプに応じて、講義やセミナー形式での理論の技術移転と、実験や実習を組み
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合わせた研修コースが策定され、それぞれ適切な水準の教材が整備された。プロジェクトによる質

問表調査では、2008 年 6 月までの受講生の内、94 名の回答者中 93 名が研修教材について普通以上

と回答し、その内、17 名が優れている、と評価した。また、2008 年 6 月までの受講生の内、94 名

の回答者中 90 名（96%）が研修コースについて普通以上と満足を示し、この数値は「60％以上の

受講生が満足する」とした指標 3-6 に合致している。 
 

２－２－２ プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標：HCMUT において地域連携活動の経験と知識（ノウハウ）が検証され、制度化

される。 
指 標：（１）プロジェクト終了時に、パイロットプロジェクトの 70％以上が地方省ニーズを満たし

ている。 
（２）プロジェクトの経験を生かして大学による地域連携運営のための手引書や指針がとり

まとめられる。 
（３）HCMUT の正式の常置組織として予算と人員をもった委員会あるいは担当部署が組織

化される。 
 

2-2-1 で記述したように期待される 3 つの成果は達成されつつある。プロジェクト目標の指標（1）
は満たされている。HCMUT は本プロジェクトを通じて、地方の緊急のニーズに合致する大学地域連

携の一貫した初のアプローチを、その経験と知識の実践・検証・制度化を通じて経験したことになる。

しかし、それらの経験とノウハウの検証と制度化の程度はまだ不十分であり、残りのプロジェクト期

間に指標（2）、（3）として示されている点にも取り組むことにより、プロジェクト目標は達成される

見込みである。 
 
指標(1)については現在、実施されている 4 つのパイロットプロジェクトは 2 省の緊急のニーズに

沿った設計がされており、これらパイロットプロジェクトが地方省のニーズを満たすことを示してい

る。2008 年 6 月実施のプロジェクトによる質問表調査では、本プロジェクトに参加した 16 名の回答

者の内、10 名がパイロットプロジェクトは 80～100%または 60～80%の水準で地方ニーズを満たした

と回答した。パイロットプロジェクトが地方省のニーズを満足しているという見方は、終了時評価で

の 2 省における間接 C/P や地方農民や地方コミュニティ政府関係者といった 終受益者への質問表・

面接調査によっても確認された。 
 
指標(2)については、大学地域連携のための手引書や指針の設計・起草は高等教育管理担当日本人

専門家による検討の段階にある。4 つのパイロットプロジェクトの実施に関するいくつかの進捗報告

書が策定されているが、必要な手順、検討すべき主要課題、プロジェクト管理のノウハウや実施され

ているパイロットプロジェクトからの重要な教訓などを明確にした体系的な手法やさまざまな文書

フォーマットが、プロジェクト・メンバーの間で十分に検討・協議されることが望まれる。 
 
指標(3)については、2005 年 11 月に HCMUT がプロジェクトの実施機関として旧科学委員会を正式

決定（大学文書）に基づいて組織し、その中で大学地域連携促進のための機能を明確にした。現在の

PMC は 2007 年 6 月以降、その機能を引き継いでいる。PMC では必要な人員が PM である R&D およ
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び対外関係担当副学長の下に配置され、プロジェクト実施のための必要予算も確保されている。しか

しながら、現在の PMC は本プロジェクト終了時に解散する予定となっており、HCMUT 内の後継常

置組織の制度化については終了時評価調査時点で明確になっていない。ただし、HCMUT はプロジェ

クトの進捗に合わせて対外関係部などの関連する組織の改編を実行している。 
 

２－２－３ 上位目標の達成見込み 

上位目標： 地域連携の経験と知識（ノウハウ）が地域社会で十分に活用される。 
指 標：（１）南部の地方省から課題解決のための要望が定期的に出され、それらの要望の中から毎

年 低 3 つのトピックが HCMUT のパイロットプロジェクトとして選定される。 
（２）南部ベトナムにおける大学地域連携活動が、パイロットプロジェクトの数（４つ以上）

と協力先の省・コミュニティの数の面でより広範に実施される。地方のパートナーが

HCMUT の大学地域連携活動を認識する。（調査した地方の人々の 40％以上が活動を認識

し価値を認める。） 
（３）実施されるパイロットプロジェクトの 70％以上が HCMUT の委員会または担当部署に

より把握されたニーズを満足する。パイロットプロジェクトは HCMUT の R&D 能力向上

にも有用である。 
（４）パイロットプロジェクトの一環として研修コースが運営される。研修コースは地方の

人々の職業に有益な 新の情報や知識を含むよう設計される。 
 
終了時評価時点で上位目標達成の可能性を評価することは時期尚早であるが、前節で記述したよう

なこれまでのプロジェクト成果の順調な推移を見ると、上位目標はプロジェクト終了後 3～5 年程度

で達成されると評価される。本プロジェクトは上位目標達成にかかわる 初の 2 つの指標を満足する

ことはできないものの、第 3 の指標と第 4 の指標については現行プロジェクトにおいて部分的に達成

しつつある。本プロジェクトが HCMUT にとって大学地域連携の体系的アプローチを設計、実施、

評価する初の試みであることを考えると、これを出発点として、HCMUT が地域連携活動を継続し、

上位目標を達成することが期待される。質問表・面接調査によれば、多くの C/P が将来における上位

目標の達成に自信を示した。しかし、HCMUT がプロジェクトの自立発展性を確保した上で長期的視

野に立ったインパクトの規模を増大させるために必要な知識と経験は不足しており、上位目標達成を

確実にするためには HCMUT に対する日本からの支援がさらに必要になるとの声も C/P と専門家の

双方から上がっている。 
 
２－３ 実施プロセスにおける特記事項 
本プロジェクトは業務実施計画（Plan of Operation: PO）に沿ったほぼ円滑な運営が行われてきた。

業務実施計画とその実績、残り期間中の活動計画は合同評価報告書 Annex 2 に示されている。C/P 配

置と日本人専門家派遣はプロジェクトを効果的に実施する上で適切なものだった。HCMUT と 2 省双

方の強いコミットメントにより、当初の科学委員会と現在の PMC がプロジェクト運営組織として適

切に機能した。4 つのパイロットプロジェクトの設計・実施に当たっては、2 省のプロジェクト関係

者による積極的な参加と関与が、パイロットプロジェクトの有効性と効率性を向上させる主要な要因

となった。すでに 11 回開催された PMC 会合に加えて、多くの会議やベトナム・日本双方のプロジ

ェクト・チーム・メンバー間の十分なコミュニケーションがあった。 
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プロジェクトの実施においてはいくつかの困難や問題も発生した。ベトナム政府による正式承認の

遅れによって、初期段階でベトナム側による予算を得ることができなかった。2007 年 9 月の学長お

よび複数の副学長の交替と、その後のすべての学部の学部長、副学部長などの主要な大学管理要員の

交替により、PMC 活動が約 6 カ月間停滞した。日本から供与された必要機材の納入に一部遅延が生

じ、その結果、パイロットプロジェクト活動を中心に遅れが発生した。プロジェクトは HCMUT 内

部と 2 省において広範な関係者を有しており、プロジェクト運営についての関連情報が必ずしも十分

かつタイムリーに関係者に伝達・共有されなかったというのも反省点である。 
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第３章 評価結果 

 
３－１ 評価 5項目による分析 

３－１－１ 妥当性 

本プロジェクトは非常に妥当性が高いと評価される。本プロジェクトはベトナム政府の政策とター

ゲット・グループのニーズに合致しており、日本政府の支援政策とも整合性がとれている。 
プロジェクト目標と上位目標は、南部地域の振興と高等教育改革、科学技術の持続的発展を優先課

題としているベトナムの「2010 年までの 10 カ年国家開発戦略」と「社会・経済発展 5 カ年計画

（2006-2010 年）」と合致している。 
主なターゲット・グループは、ホーチミン工科大学（HCMUT）の教員・職員とされた。HCMUT

は南部地域をリードする も進んだ技術系大学とみなされている。フルタイム学生に対する通常教育

に加え、地域住民のための継続教育に関して、多くの省から毎年 1,000 人をこえる志願を受けながら

さまざまなコースを積極的に実施してきた。現在、HCMUT は南部地域における実践的な技術開発と

その応用を促進する大学地域連携を、教育、研究に続く組織活動（ミッション）の第 3 の柱として考

えてはいる。しかし、地方の緊急のニーズに基づく重要な技術開発課題に対応する体系的アプローチ

はこれまで行われていなかったことから、主なターゲット・グループである HCMUT 教員・職員の

ニーズは高いことが確認された。 
間接的なターゲット・グループはアンザン省、ティエンザン省の 2 省の地方政府行政官、大学職員、

関連する技術・工学系の人材とされた。これらの人々の大学地域連携、特に地域ニーズに合致する技

術開発・助言について HCMUT による支援増加のニーズや期待が高いことも、プロジェクトによる

質問表調査や終了時評価での質問表・面接調査で確認された。 
 また、本プロジェクトはベトナムの社会・経済開発促進に貢献する人材育成を重点課題としている

日本の ODA 政策と整合性がとれていると評価される。 
 
３－１－２ 有効性 

本プロジェクトは有効性が高いと評価される。 
 過去 2 年半の成果を受けて、プロジェクトは目標を達成する高い可能性がある。プロジェクト・デ

ザイン・マトリックス（PDM）で定義されたさまざまな活動は適切に実施されており、期待される 3
つの成果が現れつつある。現在、実施されている 4 つのパイロットプロジェクトは 2 省の緊急のニー

ズに沿った設計・実施がなされていると評価される。4 つのパイロットプロジェクトの実施について

のいくつかの進捗報告書が、大学地域連携の運営手引書や指針の整備の準備段階として策定されてい

る。HCMUT は学長決定の正式な学内組織として（PMC）を設置し、委員会には毎回、副学長および

ティエンザン省、アンザン省からの代表、パイロットプロジェクト関係者の参加があり、プロジェク

ト全般に関する課題を検討し、意思決定する場として機能している。また、プロジェクト活動は 4
つのパイロットプロジェクトを通じて実施・検証された、いくつかの具体的で新しい科学的研究・開

発の成果をもたらした。 
HCMUT はアンザン省およびティエンザン省と大学地域連携の実施について公式合意をしており、

地方政府も経費負担をする計画を立て、パイロットプロジェクト実施の予算、土地、場所を提供する

などの具体的な協力が進んでいる。さらに、地方政府代表者が PMC の会合に毎回参加するなど積極
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的に関わることによって、大学と地方の協力関係が構築された。繰り返しになるが、地方政府関係者

およびパイロットプロジェクトに関連するすべての人々の諸活動への積極的な参加、ならびに

HCMUT の強いコミットメント（責任意識）およびオーナーシップが本プロジェクトの有効性を高め

ることに大きく貢献した。 
有効性をさらに高めるためには、大学地域連携活動における必要な手順、検討すべき主要課題、プ

ロジェクト管理のノウハウや実施されているパイロットプロジェクトからの重要な教訓などを明確

にし、体系的な手法とさまざまな文書フォーマットを十分に検討・設計・策定する必要がある。 
現在の PMC はプロジェクト終了時に解散する予定となっており、HCMUT 内の後継常置組織の制

度化については終了時評価調査時点で明確になっていない。しかし、プロジェクトの進捗に合わせて、

2008 年初めに HCMUT が対外関係部などの関連する支援組織の改編を実施するなどの良い兆候が出

てきている。プロジェクトの有効性を高めるためには、大学地域連携を継続する担当組織の制度化に

関する HCMUT のさらなる努力が期待される。 
 
３－１－３ 効率性 

効率性は高いと評価される。 
本プロジェクトは大学内の制度づくりに加え、4 つのパイロットプロジェクトの運営管理を支援す

るという広範囲の活動であったにもかかわらず、日本人専門家の派遣は 2 名の長期専門家（チーフア

ドバイザー/高等教育マネジメントと研修計画/業務調整）と、高等教育や 4 つのパイロットプロジェ

クトに関連するさまざまな R&D 分野での 9 名の短期専門家が 13 回にわたって日本から派遣された

のみであり、これらは必要 低限の人的投入であったといえる。また、専門家の専門分野、資質、派

遣タイミングはプロジェクトを達成するのに適切だったと判断される。 
 
現在、PM、PMC メンバー、パイロットプロジェクト・メンバー、管理支援職員を含めた 22 名の

カウンターパート（C/P）が配置されて技術移転を受けている。本プロジェクトが HCMUT にとって

初の大規模な国際協力案件で、体系的かつ効果的な大学地域連携を構築する初の試みであるため、大

多数の C/P の意欲は大変高く、プロジェクトに対する参加意識（責任意識）が強い。HCMUT は 9 名

のメンバーから成る PMC を設置しており、プロジェクト・マネージャーである R&D および対外関

係担当副学長、3 名の関係学部の学部長、管理・運営関連部の部長を含めた構成となっている。大学

地域連携の 4 つのパイロットプロジェクトが実施されている 2 省では、ティエンザン省から 7 名が、

アンザン省から 5 名が間接 C/P として指名され、プロジェクト活動と 2 カ月に 1 度程度、定期的に開

催される PMC 会合に積極的に参加している。2 省からのメンバーは地方政府行政官、地方大学の管

理者・教員、企業管理者・技術者である。 
10 名の HCMUT 教員と 2 省の 9 名の間接 C/P が終了時評価調査時点までに本邦研修を受けた。さ

らに 2 名の HCMUT 教員が残り期間中に本邦研修を受ける予定である  
これらの人材とベトナム・日本双方から提供された機材と予算は、満足すべき成果を実現するため

に、プロジェクトでの効率的な技術移転を行う上で必要だった。HCMUT の管理能力の向上と 4 つの

パイロットプロジェクト実施を図るというプロジェクトの広い範囲を考えると、これらの投入はプロ

ジェクトの成果の達成と目標の実現に効率的であったと考えられる。 
実施プロセスの項で記述したように、プロジェクトの効率性を阻害した要因がいくつかあったもの

の、それらは致命的なものではなかった。PMC やそのほかの会合、プロジェクト関係者間での頻繁
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なコミュニケーションが、プロジェクトの効率性向上とベトナム・日本双方の関係者の相互理解拡大

に貢献している。 
 

３－１－４ インパクト 

本プロジェクトは将来、大きなインパクトを発現する可能性を有すると評価される。 
HCMUT は引き続き南部地域の課題に関する技術開発に取り組むため地域連携活動に力を入れて

いく考えを表明しており、上位目標は将来的に達成される見込みである。 
経済的なインパクトについて、実施中の 4 つのパイロットプロジェクトは R&D、実地試験、研修

実施や普及活動による地方コミュニティへの技術移転のいずれかの段階にあり、プロジェクトの経済

的効果を明確に測定する指標は出ていない。しかし、4 つのパイロットプロジェクトにおける課題は

いずれも農業や漁業などの重要産業セクターに関係するものであり、本プロジェクトは各技術課題に

おいて歩留（ぶどまり）、生産性、生産品質の向上に貢献する高い可能性を有する1。この観点から、

本プロジェクトは将来、大きな経済的インパクトを発現する可能性が大きく、終了時評価の質問表・

面接調査で多くの地方の人々がプロジェクトの成果に対するきわめて高い期待を表明したことで確

認された2。 
プロジェクトがもたらした技術的革新の影響としては、専門家、汎用の R&D 機材とパイロットプ

ロジェクトでの特定課題に対応して供与された機材、本邦研修によって移転された知識と経験が、よ

り広範かつより実践的な分野での HCMUT の R&D 能力向上をもたらしたこと、また、HCMUT 関係

者だけでなく、本プロジェクトに深く関与した 2 省の研究者、技術者、行政官たちも開発された R&D
成果を現場で適用するための運営管理能力を向上させたといえる3。 
社会的な影響としては、本プロジェクトは日本の支援と JICA についての認識を 2 省、特にカカオ

栽培・加工農民の間で高めることに成功した。これは終了時評価における地方の人々に対する面接調

査で確認された。さらに、質問表・面接調査によれば、環境問題に対しての認識が地方の人々、特に

水処理パイロットプロジェクト関係者の間で高まっている。これは地域住民の具体的な行動の変化に

までは発展していないが、パイロットプロジェクトが環境課題についてサクセス・ストーリーをつく

                                                  
1 たとえば、本プロジェクトで研究・開発し実用化が期待されているなまずフィレ加工機械では、アンザン省の主力

産業であるなまず養殖・加工産業の生産性向上が期待されている。同省のなまず加工品輸出は年間 10 億ドルに達し

現在も拡大して、新興中小企業が急成長している事例が終了時評価で確認された。また、カカオ発酵プロセスも、メ

コンデルタ地域の主要農産品であるカカオの付加価値向上による農民の収入増加に結びつく。 
2 終了時評価の面接調査では、本プロジェクトが南部ベトナムの貧困削減に正のインパクトを与える可能性があるこ

とが確認された。調査団が訪問したティエンザン省 My Phuc 区は世帯数約 300、人口約 3,000 人のコミュニティで、

パイン、メラルーカ、米が主要産品の農村である。全体の約 20％が貧困世帯（月収 20 万 VND 以下）である一方、約

1/3 の 100 世帯がメラルーカ木の栽培と建材（建築・土木用基礎資材）としての販売を行ってきた。しかし、過去 5
～6 年の間に他の建材との競合などでメラルーカ木の販売価格が約 1/3 に下落し、農民の収入は減少しているという。

本プロジェクトにおいて、メラルーカ木の新たな用途であるエッセンシャル・オイル抽出と活性炭の技術開発がパイ

ロットプロジェクトで行われている。人民委員会関係者と農民は調査団に対して、地域住民の所得向上と貧困削減に

対する強い期待感を表明した。 
3 なお、地域連携活動の技術・管理面での HCMUT の能力向上面だけでなく、パイロットプロジェクトで対応した技

術課題にかかわる R&D 能力の向上が、関連する HCMUT 教員の知識・技術の向上を通じて、関連学部の学生に対す

る教育向上につながるというインパクトがあったことが確認された。プロジェクトに関係した化学、環境、機械の 3
つの工学部では合計 500 名以上の学生が新たな技術課題についての知識・事例を講義の中で得ていると推定される。

また、それらを通じて、3 工学部から 20 以上の卒業論文と複数の修士論文や 1 つの博士論文が完成または準備中であ

る。（注：詳細は付属資料 4「評価グリッド結果表」インパクトの項を参照。また、3 工学部の修士以上の学位をもつ

教員数は約 140 名、フルタイム学生数は 4,000 名以上である。） 
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り出し、それがさまざまなメディアを通して広範な地方の人々に対して効果的に広まれば、今後さら

に本プロジェクトは正の社会的インパクトをもつことが期待できる。 
本プロジェクトは将来の上位目標達成とより大きなインパクトを確実にするために、残り期間中に、

期待される 3 つの成果すべてとプロジェクト目標の達成に引き続き努力することが期待される4。 
 

３－１－５ 自立発展性 

本プロジェクトの自立発展性は中程度であると評価される。 
PMC の位置づけと組織的・機能的な役割は HCMUT の決定によって明確に定義されているが、他

方、PMC はプロジェクト終了時に解散することが計画されている。しかしながら、教育、研究に続

く大学活動（ミッション）の第 3 の柱としての大学地域連携の重要性を考慮して、HCMUT は 2008
年初めに R&D および国際関係部を、対外関係部と R&D および内部プロジェクト部の 2 部に再編し

た。これを受けて、本プロジェクト終了後は対外関係部が大学地域連携活動を継続することが強く期

待されている。 
本プロジェクトは、PMC が大学内の複数の学部や関係部門からの適切な人員配置を元に一種のタ

スクフォース・チームとして適切に機能して大学地域連携を行ってきた。しかし、プロジェクトの計

画・管理・事務手続きの各機能は依然、専門家や日本側の経費によって雇用された事務職員などの日

本側投入に大きく依存している。終了時評価の質問表・面接調査で主に日本人専門家から指摘されて

いるとおり、組織的・管理的側面の自立発展性を増加させるために、HCMUT が大学地域連携のため

により多くの管理・事務要員を、できれば専任要員として配置すべきである。 
ベトナム政府は本プロジェクト実施に関して適切な額の予算を配賦しているものの、HCMUT によ

る大学地域連携活動に対して予算を継続または増額する用意があるかどうかははっきりしていない。

終了時評価の質問表・面接調査によれば、多くの C/P と専門家がこの課題に関する懸念を表明した。

ただし、各省人民委員会の科学技術部（Department of Science and Technology：DOST）は科学技術省

（Ministry of Science and Technology：MOST）から配分される地方ニーズに基づく R&D 活動向けの予

算をもっており、これらの予算を活用することは可能である。本プロジェクトによる大学地域連携の

サクセス・ストーリーが得られることで、関連政府機関の間での同課題の重要性についての認識が向

上し、財務的自立発展性につながることが期待される。 
これまでの大変活発なプロジェクト活動といくつかの成果を受けて、HCMUT の多くの C/P が

HCMUT による大学地域連携活動の企画、開発、実施、更新を自分たち自身で行うことに対する自信

をもつようになっており、それに向けて努力するだけの十分な意欲もある。技術的観点からのプロジ

ェクトの自立発展性を確保するためには、さまざまなパイロットプロジェクトの実施を通して具体的

な大学地域連携活動を反復する時間と経験を HCMUT 教員・職員が得ることが必要だろう。HCMUT
がベトナム南部をリードする高等教育機関であることから、技術移転を受けた HCMUT 教員・職員

が海外留学機会などを除き、大学に残る可能性は高い。ほかの大学教員もプロジェクトに対する興味

を強くもっており、大学内の定期的な人事異動もある。これらの観点から、移転された知識と技術が

HCMUT 内で定着・拡大することが非常に期待できる。 
 

                                                  
4 ほかにも、ティエンザン省人民委員会での会合ではパイロットプロジェクトの成果を活かして、農業分野や環境分

野で新たな政策や予算措置が検討されるなど、地方政府の政策・制度面のインパクトが発現する可能性があることが

確認された。 
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３－２ 結論 

本プロジェクトはプロジェクト目標を達成する見込みであるため、当初の予定どおり終了する。 
HCMUT は地方コミュニティの緊急ニーズに合致し、南部ベトナムの社会・経済開発の促進に貢献

するさまざまな大学地域連携活動を継続する基礎的能力と制度的枠組みの基盤を形成しつつある。し

かし、これは地方コミュニティの人々によって大きく期待されている、効率的で効果的な HCMUT
の R&D 活動に向けた第一歩にすぎない。この期待に応えるためには、HCMUT が組織として継続的

に地域連携活動を積み重ねていくこと、そのためにはまず、残りの期間中に大学地域連携に関する運

営手引書と指針の整備を行う必要がある。新たに開発された HCMUT の大学地域連携の制度的、財

務的、組織的、技術的な自立発展性を確保するために、HCMUT と中央・地方のベトナム政府関係機

関の明確なコミットメントが期待される。 
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第４章 提言と教訓 

 

４－１ 提言 

以上の分析をもとに、終了時評価調査団（双方）はホーチミン工科大学（HCMUT）が今後、オー

ナーシップを発揮して効果的・効率的な大学地域連携活動を実施していくための提言をまとめ、評価

レポートに盛り込んだ上、合同調整委員会（JCC）に報告し、了承を得た。 
 
（１）HCMUT が大学の特性を活かした地域連携活動を強化すること。 
（２）知的財産権について、研究開発の前に関係者で合意を得ておくこと。 
（３）実践的な研究を円滑に行うため、従来の理論中心の教育の割合を実習中心に見直すこと。 
（４）HCMUT が地方の研究者の能力向上のために主導的な役割を果たすこと。 
（５）HCMUT が地域開発を推進するために地方の大学との関係を強化すること。 
（６）地域開発を進めるためにベトナム政府が大学の研究開発の予算を増やすこと。 
 
４－２ 教訓と今後の課題 

４－２－１ パイロットプロジェクト主導型技術協力のメリットとデメリット 

 本プロジェクトは、ベトナム南部の 2 省の開発課題に関する具体的な R&D 課題の解決と、その応

用のためのパイロットプロジェクトを実施することで、HCMUT の地域連携機能の強化を図ろうとす

る実践を通じた学習（Learning by Doing）の手法をとってきた。これは、そもそも 5 年間の協力要請

のあった案件の設計・事前評価段階において、小規模のパイロット事業の企画・実施・評価をまず行

ったうえで、その成果の発現状況や教訓を踏まえてパイロット事業をさらに拡大・発展させて

HCMUT の地域連携機能の強化・定着を図っていく、という全体構想を描いたことによる5。プロジ

ェクト実施協議報告書で指摘されているように、終了時評価調査では、当初の全体構想を念頭におい

てモニタリング・評価を実施することが求められている。この点を踏まえ、過去 2 年半の協力を通じ

て得られた、パイロットプロジェクト主導型技術協力プロジェクトのメリットとデメリットを整理・

提示したい。 
 
（１）メリット 

(a) 第 1 のメリットは地域連携を構築する際に、 終受益者に近い地方の関係者に研修や技術移

転を通じて直接、目に見える成果を与えてその期待を高め、プロジェクトの間接的受益者のオ

ーナーシップとコミットメントを強めて具体的な協力を得ることができる点である。本プロジ

ェクトにおいては、パイロットプロジェクトの検討・詳細設計・実施・評価などの大学地域連

携の具体的な一連のプロセスを,地方関係者の協力を得ながら実際に経験することがきわめて

重要である。その一方、プロジェクト設計および事前調査段階で、直接受益者を HCMUT の人

材とし、パイロット省の関係者などそれ以外の人材は間接受益者として整理し、これらの人材

配置や研修などによる成果はプロジェクトの外部要因として、より効果的な成果の発現のため

                                                  
5 「ホーチミン工科大学地域連携機能強化プロジェクト実施協議報告書」第 4 章「プロジェクト実施上の留意点」（p. 
7）から引用。 
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にパイロット省に適切な対応を求めていくこととした6。この外部要因に関して、本プロジェク

トでは間接受益者の強いコミットメントと協力を得ることに成功し、結果的に成果とプロジェ

クト目標を効果的かつ効率的に生み出すことができた。 
(b) 第 2 のメリットとして、プロジェクトの中期的成果であるインパクトを、部分的にでも示せ

ることである。4 つのパイロットプロジェクトにおいて限定的ではあるが、地方の農民をはじ

めとする 終受益者が一定の教育効果や新たな技術導入の可能性を感じていることは、わずか

2 年半の技術協力プロジェクトとしては画期的である。このように、プロジェクトが本来、中

期的にもたらすべきインパクトを短期間の内に一定程度示すことで、目に見えるサクセス・ス

トーリーを提示して、関係当事者、この場合は地方省の政府行政官や大学・関連機関の管理者・

技術者のオーナーシップとコミットメントをさらに向上させて、プロジェクトの自立発展性の

強化につながるという点が指摘される。この点で、本プロジェクトでは 4 つのパイロットプロ

ジェクトすべてにおいて一定のサクセス・ストーリーを提示できたことで、将来のインパクト

拡大と自立発展性の基盤を固めることができた。 
 
（２）デメリット 

(a) 第 1 のデメリットは、間接受益者や 終受益者のオーナーシップとコミットメントが高まる

ことで、パイロットプロジェクトという手段がプロジェクトの目標に転換してしまうリスクが

高まることである。プロジェクトで目指した目標はあくまで HCMUT において地域連携活動の

経験と知識（ノウハウ）が検証され、制度化されることであり、パイロットプロジェクトはそ

れを実現するための手段にすぎない。極論すると、パイロットプロジェクトの成功または失敗

は本プロジェクトの成功・失敗とは関係がなく、たとえパイロットプロジェクトが失敗したと

しても、その経過や因果関係が明確に検証されて、その結果が地域連携の制度化についての教

訓や提言につながっているのであれば、プロジェクトとしては成功というべきである。しかし、

プロジェクト関係者、特にパイロットプロジェクトを行っている地方の関係者にしてみれば、

パイロットプロジェクトが対応している技術課題が解決され、地域振興に関する具体的な成果

が出てくることこそが重要目的である。地域連携の制度化の重要性を認識しているにしても、

当面の具体的な課題解決を優先したくなることは避けられない。このように、直接受益者であ

る実施機関大学（本件では HCMUT）だけでなく、間接受益者である地方の政府や大学といっ

た広範かつ異なる目的意識をもつプロジェクト関係者がいる本件のような場合では、技術協力

プロジェクトで対応可能な範囲と、その中でのパイロットプロジェクトの位置づけを繰り返し

関係者の間で議論・確認し、それぞれの組織・機関がプロジェクトの中とそれ以外の部分で担

うべき役割と責任について、プロジェクトの進捗に合わせて合意形成を図っていくことが重要

である。 
(b) 第 2 のデメリットは、パイロットプロジェクトそのものの成功が優先視され、その成果達成

が急がれることで、HCMUT 教員が直接、 終受益者である地方の人々への技術移転を図ろう

とする傾向が強まることである。もちろん、プロジェクトの実験（パイロット）として、HCMUT
教員が直接、 終受益者である地方農民などへの技術移転を図ることは有効であるものの、そ

                                                  
6 「ホーチミン工科大学地域連携機能強化プロジェクト実施協議報告書」第 4 章「プロジェクト実施上の留意点」（p. 
7）から引用。 
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れが常態化して地方の中核的技術者の育成・能力強化がおろそかになっては、プロジェクトが

本来目指すインパクト拡大と自立発展性確保は難しい。また、地方の技術者についても、パイ

ロットプロジェクトのテーマに関する技術・知識を向上させたいという希望が強く、日本人専

門家からの直接の指導や専門的な内容の本邦研修も実施されたことがあったが、地方の技術者

の能力・理解度は大学教員とは異なり、短期間で地方の関係者の知識習得を図ることは難しか

った。本来、HCMUT（教員）の能力向上→HCMUT 教員が地方政府・技術関係者に対して開

発された技術を適用するために必要な指導を行う→地方の人々の知識・技術の向上、といった

技術移転サイクルが望ましい。プロジェクトでは、地方政府・技術関係者の能力向上に一定の

成果が出たものの、質・量の両面でこの部分は十分とはいえない。この点は本プロジェクトや

同様の技術協力プロジェクトにおける課題として十分に留意していく必要があろう。 
 

４－２－２ 関係機関との今後の協力について 

 本プロジェクトは、3 年間の協力を終了した後に、第 2 フェーズの協力に進むことになっている。

第 2 フェーズでは、パイロットプロジェクト主導型技術協力のメリットとデメリットを意識した上で、

関係機関との今後の協力に関して次のような点に留意する必要がある。 
(a) 地方の大学・技術関連機関との協力強化：大学地域連携を主導するのが中央の実施機関大学

（本件では HCMUT）であるとしても、地方での研究開発や地方の人々に対する研修や技術移

転の実施は本来、地方政府、地方の大学ならびに技術関連機関が主導して行うことがプロジェ

クトの効率性、インパクト、自立発展性の確保・拡大の面からは望ましい。本プロジェクトで

は、2 省の人民委員会の科学技術部（DOST）および地方の大学が重要な役割を果たした。第 2
フェーズでも、地方の関係機関の人材の質・量を十分に把握・特定した上で、詳細な技術移転

計画を盛り込むなどして協力強化を図り、実施機関大学から 終受益者までの具体的な受益パ

ターンを明確にすることが必要である。 
(b) 科学技術省（MOST）の予算の活用 

終了時評価の質問表調査で「開発した技術を地方で適用するためには中央政府の承認が得ら

れた予算が必要だが、そのためにはプロジェクト実施機関として HCMUT だけでなく地方省政

府が含まれる必要がある」とのコメントがあったように、中央の MOST は新たな科学技術の国

内への移転についての予算を組んでおり、DOST は、毎年、MOST に対して地域の科学技術開

発に関しての計画書を提出し、予算を獲得する。第 2 フェーズでは予算の申請のタイミングと

プロジェクトの活動を合わせることにより、JICA 技術協力のインパクト拡大を図ることが可能

になろう。 
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付属資料３．個別面談録

(8 31 9 10 )
(1)

 2008 9 2 16 00 16 30

 ASIAN FEED ( ) Xuan
HCMUT

Phan Dinh Tuan Mai Thang Phong Nguyen Phuoc Dan Tran 
Doan Son

Xuan ASIAN FEED 30
1000 ( )

19
(SQF Institute)

5 3

(2)
 2008 9 3 8 35 11 30

Doan Huu Luc Thinh Thi Lan Than Thanh Son

2 Nam Viet Corporation 1
HCMUT HCMUT

Phan Dinh Tuan Mai Thang Phong Nguyen Phuoc Dan Tran 
Doan Son

2.5 3

HCMUT

( )
6 2

HCMUT ( )
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Son HCMUT

(150 )

3

(3)
 2008 9 3 13 30 14 00

Nam Viet Corporation   
 Nam Viet Corporation Nguyen Thua Buu

HCMUT HCMUT
Phan Dinh Tuan Mai Thang Phong Nguyen Phuoc Dan Tran 

Doan Son

20000 400
EU

20000

HCMUT MOU
( )

(4)
 2008 9 3 15 00 16 00

 An Xuyen Company Nguyen Trung Can
HCMUT HCMUT

Phan Dinh Tuan Mai Thang Phong Nguyen Phuoc Dan Tran 
Doan Son

2004
ISO HCMUT

2007 100 US 30

700 90
700 HCMUT 20

80

HCMUT
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(5)
 2008 9 4

Mr. Phan Van Ha Mr. Luu Van Phi 
Mr. Nguyen Hoang Hanh Ms. Hanh 

30 ha
14 9000ha

5 18

10

2004

JICA

(6)
 2008 9 5 9 15 9 40

Nruyen Vam Tu Nruyen Xuan Ron Nruyen Cony 
Thanh

Nguyen Thi Hun Hanh

HCMUT Le Van Viet Man

37 2000
150

(100 ) 50
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(7) My Phuc
 2008 9 5

My Phuc
 My Phuc

3,896ha 700 3000

1900ha 1500ha 70ha 20

35 200,000VND
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